
地域おこし協力隊
活動報告

山形市企画調整部文化創造都市課文化財係 今のどか



自己紹介

➢ 自己紹介

✓ ミッション：山形市の文化財の保存活用に関するマネジメント

✓ 前住所：東京都

✓ 着任時期：令和５年6月

✓ 好物：さくらんぼ

➢ 山形市に来た理由

✓ 東北に住みたかったから

✓ 博物館展示に関わりたいと思ったから

✓ さくらんぼがたくさん食べられると思ったから



主な活動内容

1. 市郷土館の展示

2. 市郷土館の企画展開催

① 新収蔵品展：『令和５年度山形市郷土館・郷土資料収蔵所 新収蔵品展

～山形藩水野氏を読む～』（７～８月）

② 新企画：『古写真で辿る山形 ～写真家・菊地新学の見た世界～』（１２

～１月）

3. 山形市郷土館公式SNS運用

4. 文化財調査

5. 東京外国語大学山形スタディツアー



１．郷土館展示

➢ 市郷土館の常設展示の更新

➢ 市郷土館が使用している『重要文化財・旧済生館本館』という建物の魅力

を見せる展示

➢ 来館者との相互的な交流の場を創出する郷土館運営の模索

✓ お絵描きコーナーの設置実験（企画展開催期間中）

✓ ぬりえコーナーの設置（常設展示期間中）

➢ バリアフリー・ユニバーサルデザインに向けた取り組み

✓ 子供向けコーナーの設置

✓ 情報の多言語化





２ー①．新収蔵品展

➢ 新収蔵品展『令和５年度 山形市郷土館・郷土資料収蔵所 新収蔵品展 ～山

形藩水野氏を読む～』の企画・運営

➢ 市郷土館では、前年度に新たに収蔵した郷土資料を、紹介・展示する新収

蔵品展を開催

➢ 令和5年度は、漆搔き道具と水野家文書を展示

➢ 漆搔き道具の展示では、全ての漢字にふりがなを用いて、小学校中学年以

上の幅広い年代を対象とした

➢ 水野家文書の展示は、高校生以上を対象として、世界史の中に幕末山形を

位置づけた





２ー②．新企画

➢ 新企画展『古写真で辿る山形 ～写真家・菊地新学の見た世界～』の企画・

運営

➢ 菊地新学とは山形で初めて写真業を営んだ人物であり、明治時代、山形県

の御用写真家として初代県令三島通庸の業績を撮影し、後世に残した

➢ 市郷土館が所蔵する菊地新学の写真全４０点を３期にわけてすべて公開

➢ 県令三島通庸の建設した明治時代の山形の街並みや、明治時代前期の山

形県内の様子がわかる写真を市民に公開することを目的とした

➢ 市郷土館２階の活用実験も兼ね、これ以降の展示方法を考える基礎となっ

た





３．山形市郷土館公式SNS運用

➢ 山形市郷土館公式Facebook・Instagramの運用

➢ 市内外を問わず、観光目的や、歴史的建造物に興味を持つ人、歴史好き等、

多くの人に山形市を知ってもらい、市郷土館の取り組みや旧済生館本館に

ついて関心を寄せてもらうことを目的とする

➢ 市郷土館の収蔵品紹介や各種イベント情報、市内文化財に関する情報を発

信

➢ 令和６年１月には、山形城の歴史紹介を全８回のシリーズで投稿

➢ 企画展の様子や消防訓練の様子も伝える

➢ Instagramのフォロワー数は２００を超えた





４．文化財調査

➢ デジタルアーカイブ作成に向けた郷土資料の写真撮影

➢ 撮影した写真は、山形大学附属博物館が主催するデジタルアーカイブ『山

形アーカイブ』で公開

➢ 市内在住の個人または団体が所蔵する郷土資料の写真撮影

➢ 市では、個人蔵の古文書等で申し出のあったものを調査したり、価値ある

文化財を保存するための調査を行ったりしている

➢ 有識者の調査補助

➢ 撮影した写真の整理





５．東京外国語大学山形スタディツアー

➢ 東京外国語大学では学生の休暇期間を利用して、山形を知り各市町村の

課題解決を提案するスタディツアーを実施

➢ 山形市では令和５年度の夏休み期間に初参加し、観光における文化財の

活用を課題として提示

➢ 事前に行われる事前学習では、学生の学習用資料を作成、山形市の概要

を説明した

➢ スタディツアーは4日間かけて行われ、霞城公園や山寺のほか、市内にあ

る文化財建築を中心に回った





終わりに

以上が令和５年６月に着任してから令和６年３月まで、市郷土館を中心とした

文化財保存活用に関する地域おこし協力隊1年目の取り組み紹介です。

令和６年度は、前年度の取り組みを踏まえ、さらに発展した内容で活動できる

よう、精進してまいります。


